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　7月 5日（日）、上甑コミュニティセンター
において、アジアンプロレスリングが主催
するチャリティ試合が開催されました。地
区での開催は４年ぶりとあって、観客席に
は、子どもたちの姿も多くみられました。
試合の合間には、本大会の後援者である市
社会福祉協議会へ寄附金の贈呈もありまし
た。

　6月 23 日（火）、入来小学校において、鹿
児島大学大学院特任教授の面

おも

高
だか

俊
とし

宏
ひろ

氏によ
る｢薩摩川内元気塾｣が開催されました。液
体窒素で凍らせた草花を握って粉々にする
実験など、いろいろな理科の実験を通して、
日頃のぞくことのない世界を体験し、子ど
もたちは目を輝かせていました。

　

迫
力
満
点
！

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ロ
レ
ス
in
上
甑

ま
ち
話
題

の

　6月 24 日（水）、藺牟田小学校の学習田に
おいて、全校児童による田植えが行われま
した。地元の福祉施設の方々が見守る中、5・
6年生は自分たちで種

たね

籾
もみ

から育てた苗を、手
際よく植えていました。一方、1年生は上級
生の指導を受けながら、田んぼの泥の感触
を楽しんでいました。苗の生育を観察しな
がら、秋の収穫を楽しみにしています。　
【写真・記事提供】＝同小学校

　７月１日（水）、薩摩保護区保護司会、川
内更生保護女性会、入来地域更生保護女性
会、川内地区青年ボランティア団体会員が
本庁を訪れ、内閣総理大臣および県知事か
らの｢社会を明るくする運動｣のメッセージ
を向原翼副市長に伝達。犯罪や非行の防止
と罪を犯した人たちの更生について理解を
深め、よりよい社会実現のために、連携し
ていくことを確認しました。

　
　
犯
罪
や
非
行
の
な
い

　
　
　
　
　

安
全
・
安
心
な
社
会
へ

　7月 7 日（火）、市役所本庁において、六
次産業化実施計画承認書交付式が行われま
した。入来町の㈱薩摩八重ファーム（写真左）
と高江町の石

いし

沢
ざわ

秀
ひで

京
ちか

氏（写真右）から申請の
あった同計画を承認したものです。今後、自
らが生産した農畜産物を活用して、新商品
の開発や、販路の開拓に取り組む予定です。

まちの話題
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か
ら
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ら
か
い
光
が
灯
る
六
月
灯
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l
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v
e
n
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西
向
田
町
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薩
摩
川
内
元
気
塾

　
　
　
　
　

楽
し
い
理
科
の
実
験

　
全
校
生
徒
で
田
植
え

　
　
　
　
　

収
穫
ま
で
学
習
し
ま
す

六
次
産
業
化
実
施
計
画

　
　
　

第
４
号
・
５
号
を
承
認

入来

祁答院

上甑

　

市
内
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル

や
カ
ラ
ス
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
を
見
直
し
、
有
害
鳥
獣
を
寄

せ
付
け
な
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

 
①「
寄
せ
付
け
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
の
取
り
組
み

　

被
害
の
最
大
要
因
は
、
人
に
よ
る「
餌
付

け
」で
す
。
故
意
は
も
と
よ
り
、
私
た
ち
が

知
ら
な
い
う
ち
に
行
っ
て
い
る
餌
付
け
に
相

当
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
再
点
検
し
ま
し
ょ

う
。

　

有
害
鳥
獣
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
未

然
に
被
害
要
因
の
芽
を
摘
む
こ
と
が
肝
要
で

す
。

②「
侵
入
を
防
止
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　

た
め
の
取
り
組
み

▼
耕
作
放
棄
地
を
作
ら
な
い

　

基
本
的
に
有
害
鳥
獣
は
臆
病
で
人
を
恐

れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地
に
接
す
る
山
林
な

ど
と
の
間
に
緩か

ん

衝し
ょ
う

帯た
い

を
設
け
る
こ
と
で
、

野
生
動
物
が
警
戒
し
、
侵
入
し
に
く
く
な

り
ま
す
。

▼「
電
気
柵
」は
正
し
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
通
電
の
良
い
場
所
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル     

　

ト
で
は
通
電
し
ま
せ
ん
。

・　
漏
電
防
止
の
た
め
に
小
ま
め
に
草
刈
り

　

を
し
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
、
柵
線
が
水

　

に
触
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　③「
個
体
数
を
減
ら
す
」　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　た
め
の
取
り
組
み

▼
猟
銃
や
わ
な
に
よ
る
駆
除
を
実
施

　

農
作
物
な
ど
の
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
地
域
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
、
駆
除

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
、
市
で
は

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
導
入
事
業（
農
政

　

課
）

・
ゴ
ー
ル
ド
集
落
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
設

　

置
事
業（
農
政
課
）

・
国
が
行
う
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
実
践
事

　

業（
農
政
課
）

・
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
お
よ
び
緊
急
捕
獲

　

活
動
支
援
事
業（
林
務
水
産
課
）

「３つの柱」は有害鳥獣被害防止対策の

①　寄せ付けない
②　侵入を防止する
③　個体数を減らす　です。

　　　　　それぞれの対策の内容は、以下のとおりです。

山林

緩 衝 帯

農地

　【ポイント】
（1） 取り残し野菜や果実は放置せず、適切に処理しましょう。
（2）長期間収穫せずに放置されている果樹は伐採しましょう。
（3）有害鳥獣を見かけたら、必ず追い払いましょう。

人と野生動物のすみ分け
を図るために設けられる
見通しのよい地帯のこと
を、緩衝帯といいます。

　「
注
意
表
示
板
」の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
人
目
に
つ
き
や
す
い

場
所
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
用
電
源
か
ら
の
直
結
は
と
て
も

危
険
で
す
。
必
ず
専
用
機
器（
電
気
牧

柵
器
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
・
問
合
先
】＝

●
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・
駆
除
に
関
す
る
こ
と

　

本
庁
林
務
水
産
課　
（
23
）5
1
1
1（
内
線
４
２
７
２
）　

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

●
そ
れ
以
外
に
関
す
る
こ
と　

　

本
庁
農
政
課　
（
23
）5
1
1
1（
内
線
４
２
２
３
）　

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
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